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研 究

母親の抑うつおよび情緒応答性と育児困難感との関連

小　原　倫　子】）

〔論文要旨〕

　本研究の目的は，母親の抑うつと育児困難感の関連に情緒応答性がどのように関連するのかについて

検討することである。0歳児一1歳児を持つ母親118名を対象に，追うつと育児困難感について質問紙

調査を行った。また情緒応答1生の把握について，日本版IFEEL　Picturesを実施した。日本版IFEEL　Pic－

turesとは，30枚の乳児の表情写真を母親に呈示し，その写真を通して母親が乳児の感情をどう読み取

るかという反応特徴から，母親の情緒応答性を把握するツールである。その結果，母親の抑うつは，育

児困難感を高めることが示された。さらに，母親の抑うつは，母親による子どもの不安感情の読み取り

を高めるものの，不安感情の読み取りは育児困難感を弱めることが示された。もともと情緒表出が制限

されがちな抑うつ的な母親において，ネガティブな感情の中でも，とりわけ母親のサポートを必要とす

ると考えられる子どもの不安という感情を多く読み取ることのできる母親は，育児困難感が軽減される

可能性が示唆された。

Key　words＝副うつ，情緒応答性，育児困難感，母子相互作用

1．間 題

　母親の済うつと育児困難感との関連の高さ

は，発達心理学やメンタルヘルスの視点から，

多くの研究により明らかにされてきた’〉。しか

し，抑うつ的な母親が育児を困難に感じる要因

についての研究は，あまり見られない。本研究

では，母親による子どもの情緒の読み取りを取

り上げ，情緒の読み取りが母親の抑うつと育児

困難感の関連に及ぼす影響について検討した。

　川井他2＞は，育児不安の本態として育児困難

感を定義し，育児困難感を規定する要因として

母親の不安・抑うつ傾向の影響が大きいことを

明らかにした。このように母親の抑うつは育児

困難感の要因であることが多くの研究により示

されていた。

　その一方でField　et　a13）は，抑うつ的な母親

における生後3か月の乳児との相互作用におい

て，無関心，浸入的，良好という，3つのパター

ンを見出している。それぞれの母親は，這うつ

や不安感の程度において大差ないにもかかわら

ず，子どもとの相互作用に違いが生じた。この

要因としてField　et　a13）は，乳児の睡眠リズム

や発達の程度に対する母親の評価の違いを指摘

した。抑うつ的な母親が，子どもとの関係性を

どのように評価するかが，その後の母親の育児

行動や育児感情と関連すると考えられる。

　以上の知見から，母親の抑うつと育児困難感

の関連に，母親が子どもとの関係性をどのよう

に捉えるかということが，影響を及ぼす要因で

あることが考えられる。このような母親と子ど

もとの関係性のひとつに情緒応答性がある。本

研究における情緒応答性とは「母子相互作用に

おける乳児の情緒表現への気づきと共感的な反
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応および母親の情緒表現の提供という一連の応

答能力である」という定義に基づく4〕。Emde＆

Sorce4）は，母親の情緒応答性は，母親の情緒二安

定と報酬的な育児行動に関連があることを認め

ていた。

　以上のことから母親と子どもとの関係性にお

ける母親の情緒応答性は，育児困難感と関連す

る要因であると考えられる。

　このような母親と子どもの情緒応答性は，本

来日常的な場面において実際に観察することが

必要である。しかし，実際の観察では母親と子

どもの関係性の断片的な把握となることも考え

られる。本研究では，母親の情緒応答性を予測

する指標として母親による子どもの感情の読み

取り特徴を尺度として用いた。Emde＆Sorce4）

の理論から，母親が子どもの感情をどう読み取

るかは情緒応答性の一側面であり，その後の子

どもの応答とそれに対する母親の情緒表現の予

測が可能であることが推察される。

　そこで，本研究の目的は，母親による子ども

の感情の読み取り特徴から母親の情緒応答性を

把握し，母親の抑うつと育児困難感との関連に

及ぼす影響を検討したことである。

　母親が乳幼児の情緒をどのように読み取るか

を具体的，経験的に把握するツールとして

IFEEL　Pictures　（lnfant　Facial　Expression　of

Emotions　from　Looking　at　Pictures）が開発さ

れている5）。IFEEL　Pictures（以下IFP）は，前後

の状況が明らかではない30枚の乳幼児の表情写

真を通して，母親が乳幼児の情緒をどのように

読み取るかを把握するツールである。それ故，

日常的な場面における両者の関係性を実際に観

察していない。しかし，前後の状況が明らかで

はない乳幼児の表情写真のみでも成人の情緒認

知はほぼ一致していた6）。また育児中の女性で

は，写真から読み取った情緒と次に起こす行動

との問に一定の関係があることが示されてい

た7）。したがって，IFPは母親による子どもの

情緒の読み取りを簡便に把握することが可能で

あると考えられる。Butterfield8｝は，　IFPを用

いて抑うつの母親の反応について検証した。そ

れによると抑うつの母親は，ネガティブな情緒

の読み取り反応が多い傾向にあることが示され

ていた。EmdeらのIFPをもとに，井上他9）は，
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生後12か月の乳幼児の写真30枚で構成された日

本版IFEEL　Pictures（以下JIFP）を開発した。

本研究では，母親による乳児の情緒の読み取り

を予測する指標としてJIFPを使用した。

　以上の知見から，本研究における仮説は，以

下の通りである。1．母親の抑うつと育児困難

感は関連する。2．母親の抑うつと育児困難感

との関連に，母親による子どものネガティブな

情緒の読み取りは関連する。

ll．方 法

1．対象者

　0歳～1歳児の母親l18名。母親の平均年齢

は30歳。夫の平均年齢は32．8歳であった。子ど

もの性別は男児（50．5％），女児（49．5％）であっ

た。

2，調査手続き

　愛知県内にある保健所の3，4か月健診と1

歳6か月健診および小児科の育児相談を受診し

た母親231名に受付で調査用紙を渡しその場で

記入してもらい回収した。231名のうちJIFPへ

の調査依頼を承諾された母親120名にJIFPを実

施した。うち2名は欠損値があり，分析対象か

ら除外した。

3．質問紙の構成

1）母親の育児困難感の測定

　川井他10川による，育児支援質問紙ミレニア

ム版（0か月～11か月用）と（1歳児用）を用

いた。質問紙（0か月～11か月用）の一部を表

1に，質問紙（ユ歳児用）の一部を表2に示す。

川井他10川により作成された，育児困難感を評

価する育児支援質問紙ミレニアム版は，0歳児

の母親については，育児困難感（心配・困惑・

不適格感）のみで成り立ち，1歳児の母親につ

いては，育児困難感（心配・困惑・不適格感）

と育児困難感（ネガティブな情緒・攻撃衝動性）

で成り立つとされている。本研究では，0歳児

の母親と1歳児の母親の共通概念である育児困

難感（不適格感）について分析を行った。

2）母親の抑うつの測定

　母親の抑うつを測定する尺度として，Zung

のself－rating　depression　scale（SDS；Zung，
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1965）の日本語版工2＞を使用した。うつの程度に

関する10項目について4段階尺度で回答を求め

た。

3）母親の情緒応答性の把握

　Emde　et　al　5）によって作成されたIFPを，井

上他9）が日本人向けに改良したJIFPを使用し

た。

a）JIFPの施行

　30枚の乳幼児の写真はブック形式になってお

り，日本人の12か月の乳児たちのさまざまな表

情の写真から構成されている。施行の際には写

真を1枚ずつ母親に呈示して乳幼児の情緒を尋

ねた。「ここに赤ちゃんの表情を撮った写真が30

表1　育児支援質問紙ミレニアム版（0か月～11か

　　月用）

1　育児の印象について

1育児に自信が持てない

2子どものことでどうしたらよいかわからない

3子どものことは理解できている

4　どのようにしつけたらよいかわからない

5母親として不適格と感じる

6子育てに困難を感じる

7子どもをうまく育てている

8育児についていろいろ心配なことがある

9子どものことがわずらわしくてイライラする

10子どもを虐待しているのではないかと思う

11子どもがかわいいと思えないことがある

12子どもに八つ当たりしては，反省して落ち込む

表2　育児支援質問紙ミレニアム版（1歳児用）

1　育児の印象について

1

2

3

4

5

6

7

8

育児に自信が持てない

子どもをうまく育てている

子どものことでどうしたらよいかわからない

どのようにしつけたらよいかわからない

育児についていろいろ心配なことがある

母親として不適格と感じる

子どものことは理解できている

子育てに困難を感じる
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枚あります。この写真の赤ちゃんがあらわして

いる，一番強くてはっきりしている情緒はどん

なものでしょうか。心に最初に浮かんだ言葉を

そのままできるだけ1つの単語で答えてくださ

い」と教示し，自由に回答してもらった。実施

については保健所では発達相談の部屋，小児科

では育児相談の部屋でそれぞれ個別に行われ

た。施行時間は1人につき約20～30分であった。

b）回答のカテゴリー分類

　平野13）による，JIFPのカテゴリー化に従って

母親による自由回答を評定，分類した。本研究

での回答者の回答の評定，分類については，

JIFPの実施マニュアルに基づき調査者とJIFP

の実施経験のある者2人で行い，一致率は93％

であった。分類カテゴリーが一致しなかった回

答に関しては「日本IFEEL　Pictures研究会

（1998）」14）の回答を得て検討し，分類した。

JIFPのカテゴリー表を表3に示す。平野他13）は，

JIFPによる乳児の写真は，伝達される情緒が

明瞭なものと，さまざまな情緒がブレンドされ

たあいまいなものに分類され，回答者独自の反

応は，あいまいな写真にあらわれやすいことを

示唆しており，伝達される情緒の特徴別に30枚

の写真を分類している。本研究では，母親によ

る情緒の読み取り特徴の意味をより明確に示す

ために，平野他13＞の分類を基本として30枚の写

真を，「快な写真」，「不快な写真」，「快・不快

のあいまいな写真」に分類し，被験者独自の反

応があらわれやすいとされる「快・不快のあい

まいな写真」16枚（p3，p5，p6，p8，p9，

plO，　p12，　p13，　p14，　p15，　p18，　p20，　p23，　p25，

p26，　p30）について分析を行った。

皿．結 果

1）分析に使用した変数の得点

　表4に，SDS得点（self－rating　depression　scale）

の平均値と標準偏差を示す。続いて表5にJIFP

で使用される，快・不快のあいまいな写真16枚

に対する，各カテゴリーの回答数の平均値と標

準偏差を示す。育児困難感（不適格感）につい

ては0歳児の母親と1歳児の母親で尺度項目が

異なるため，Z得点を用いた。

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



第64巻　第4号，2005 573

表3JIFPに対する回答を，感情別にカテゴリー分類するための，カテゴリー表

コード　　カテゴリー カテゴリーの定義 カテゴリー例

101　　　　喜び

102　　　　　恥

103　　　　疲れ

104　　　　思考

105　　　　怒り

106　　　　悲哀

107　　　　眠い

108　　　　不安

109　　　　不満

llO　　　自己主張

111　　　　恐怖

112　注意，疑問，驚き

113　　　対象希求

l14　　　　苦痛

115　　　　欲求

116　　　　嫉妬

117　　　　我慢

118　　　　その他

r　　　　回答拒否

喜び，安心，満足等の快感情

照れ，恥じらい，はにかみ等の感情

疲れ，退屈，失望等の感情

思考，空想，もの思い等の状態

怒りの感情

悲しさ，さびしさ，みじめさ等の感情

眠気に関するもの

不安，緊張，心配等の感情

不満，いじけ，すねる等の感情

自己主張，意志，意欲などの気持ち

おそれ，恐怖などの感情

注目，疑問，驚きなどの状態

特定の人を求める，甘えなどの感情

苦痛など身体的，生理的な不快感

欲求，切望など物質を求める気持ち

嫉妬，ねたみ，うらやみ等の感情

我慢，忍耐などの感情

上記カテゴリーに該当しない感情，無感情

回答を拒否したもの

おいしい，おもしろい，満足

恥ずかしい，うふふ

飽きた，がっかり，憂うつ

考えている，もの思い

いや，いらいら，拒否

孤独，しょんぼり，疎外感

あくび，ぐっすり，眠い

心細い，困惑，ためらう

おもしろくない，ぐずる

一生懸命，おすまし，決意

怖い，おびえる

関心，じっと見ている，夢中

愛情，だっこして，待って

痛い，気持ち悪い，不快

欲しい，何かちょうだい

いいなあ，うらやましい

耐える，歯をくいしばる

しらける，見下す，軽蔑

表4　SDS得点の平均値（SD）

0～1歳児の母親（N＝118）

SDS

平均値（SD）

39．90　（7．89）

2）分析に使用した変数間の関係

　分析に使用した各変数の相関係数を算出し，

変数問の関係を検討した。SDSと育児困難感と

の関係について分析した結果，SDSと育児困難

感の相関はr＝0．561であり有意であった（p＜

0．Ol）。母親の抑うつが高いほど，育児困難感

が高いという結果が示された。

　次に，SDSと情緒の読み取りの関係について

分析した結果，有意または有意傾向な相関があ

ったのは，「快・不快のあいまいな写真」に対

する「不安」（r＝0．208，p〈0．05）と「恐怖」

であった（r＝0．158，p〈0．1）。抑うつの高い

母親は，子どもの不安な情緒を読み取りやすく，

また，子どもの恐怖という情緒を読み取りやす

い傾向があるという結果が示された。続いて育

児困難感と情緒の読み取りの関係について分析

した結果，有意または有意傾向な相関があった

のは「快・不快のあいまいな写真」に対する「苦

痛」（r＝一〇．196，p＜0．05）と「怒り」（r＝一

〇．159，p〈0．1）であった。育児困難感の低い

母親は，子どもの苦痛な情緒を読み取りやすく，

また怒りの情緒を読み取りやすい傾向があると

いう結果が示された。

3）母親の抑うつと，育児困難感との関連に，母親

　による子どものネガティブな情緒の読み取りが及

　ぼす影響

　母親の抑うつと育児困難感との関連に，母親

によるネガティブな情緒の読み取りが及ぼす影

響についての検討を行うために，共分散構造分
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析によるパス解析を行った。想定した因果モデ

ルは，母親の抑うつ一母親による子どものネガ

ティブな情緒の読み取り一母親の育児困難感で

ある。その際，母親の抑うつが母親の育児困難

感に直接影響を与えるパスと母親による子ども

のネガティブな情緒の読み取りに影響を与え，

さらに母親による子どものネガティブな情緒の

読み取りが母親の育児困難感に影響を与えるパ

スを仮定した。

　分析結果のパスダイアグラムを図1に示し

た。データとモデルの適合度については，Z2

（6）＝1．0，GFI＝0．997，　AGFI＝0．990で問題な

いと判断した。図1に見る通り，母親の抑うつ

が高いほど育児困難感を感じやすいものの，子

どもの不安の読み取りが高い場合には育児困難

感が低くなる傾向が示された。

表5　快・不快のあいまいな写真に対する各カテゴ

　　リーの回答数の平均値（SD）

0～1歳児の母親（N＝118）

】v．考 察

　本研究では，母親の抑うつと育児困難感との

関連に母親の情緒応答性が及ぼす影響につい

て，実証的な検討を試みた。その結果，母親の

抑うつは，育児困難感を高めることが示された。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
r

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

平均値（SD）

1．07（1．25）

O．10（O．31）

1．13（1．28）

O．64　（O．93）

O．36　（O．65）

O．43　（O．65）

2．58（1．22）

O．47　（O．62）

O．55（O．82）

O．43（O．69）

O．07　（O．　25）

5．25（2．03）’

O．86　（O．81）

O．23　（O．50）

O．68　（O．87）

O．11　（O．37）

O．11　（O．　34）

O．74（1．22）

O．19　（O．57）

母親の抑うつ感

．16　N　．21＊

．59＊＊

母親による子どもの情緒（怒り）

の読み取り

一．13

一．11

母親による子どもの情緒（不安）

の読み取り

育児困難感

母親による子どもの情緒（恐怖）

の読み取り

一　．　22＊＊

母親による子どもの情緒（苦痛）

の読み取り

　　　X2（6）＝1．0，　GFI＝．997，　AGFI＝．990

図1　抑うつ感，子どもの感情の読み取り，育児困難感のパス・ダイアグラム。誤差変数の図示は省略した。また，

　　有意または有意傾向である（＊＊p＜．Ol，＊p＜．05，無印p＜．1）パスのみ記載した。
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さらに，母親の抑うつは，母親による子どもの

不安感情の読み取りを高めるものの，不安感情

の読み取りは育児困難感を弱めることが示され

た。

　はじめに，母親の抑うつが育児困難感を高め

るという結果が示されたが，これは従来の知

見D2）とも一致していた。また，この結果は本

研究の仮説1を支持した。

　続いて，本研究によって，母親の這うつが母

親による子どもの不安感情の読み取りを媒介す

ることで，育児困難感を弱めることが示された。

つまり，抑うつ的な母親においても子どもの不

安感情を読み取ることのできる母親は，育児困

難感が軽減されることが示唆された。

　Hart　et　al15＞は，抑うつ的な母親は，子ども

に対しで情緒が制限されがちで，惑うつ的な母

親を持つ乳児もまた情緒表出が少ないことを明

らかにした。そうならば，卜うつ的な母親とそ

の乳児は，お互いの情緒の読み取りがむずかし

く，適切な応答がなされにくいと考えられる。

それ故，抑うつ的な母親は育児を困難に捉える

傾向があると考えられる。一方，Butterfield8）は，

IFPを用い，抑うつの母親の反応について検証

した。その結果から，抑うつ的な母親はネガテ

ィブな情緒の読み取り反応が多い傾向であっ

た。小原16）は，JIFPを使用し，1歳児を持つ母

親の情緒応答性と育児困難感の関連を検証し

た。その結果，子どもの快感情を多く読み取る

母親の育児困難感が高く，不快感情を多く読み

取る母親の育児困難感が低かった。この結果に

ついて小原16）は，育児が困難な母親は，子ども

の不快感情を読み取ることで自分自身にも心配

やいらだちといった不快感情が生じやすく，ま

たそのような不快感情のコントロールや，その

後の試行錯誤的な応答がむずかしいために，子

どもの不快感情の読み取りを回避しているので

はないかと推測した。さらに，このような母親

は，現実の育児場面においても，子どもの泣き

やぐずりといった不快感情を回避してしまい，

適切に関わることがむずかしいために，ネガテ

ィブな応答性，関係性が母親と子どもの間で生

じるのではないだろうかと考察した。本研究の

結果は，抑うつ的な母親についても同様な結果

が得られたと考えられる。すなわち，もともと
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情緒表出が制限されがちな抑うつ的な母親にお

いて，ネガティブな感情の中でも，とりわけ母

親のサポートを必要とすると考えられる子ども

の不安という感情を多く読み取る母親は，子ど

もの不安感情を受け止め，適切に応答する可能

性の高い母親であることが推測される。それ故，

抑うつ的な母親において子どもの不安感情を読

み取ることのできる母親は，育児困難感が軽減

されるのではないかと考えられる。

　しかし，この点に関しては，推測の部分も多

く，今後縦断的な調査を実施し，その結果もあ

わせて検討していく必要がある。また，JIFP

の写真の内容および構成に対する妥当性は，さ

らなる検討が必要であると考える。

　母親の抑うつと育児困難感は高い関連を持つ

ことから，その心性に共通するものも多く，抑

うつ的な母親の多くは，育児を困難に感じるで

あろうことが推測される。しかし，抑うつ的な

母親においても子どもの不安感情を読み取るこ

とのできる母親は，育児困難感が軽減されるこ

とが示唆された。その理由として，母親の抑う

つは，主に，パーソナリティに起因する母親要

因であり，育児困難感は，母子相互作用要因で

あることが考えられる。すなわち，抑うつ的な

母親の中でも，子どもとの関係性の中で，子ど

ものネガティブな情緒を読み取ることが可能な

母親は，内面に不安や疲労感を感じながらも育

児困難感が低いことが考えられる。

　この点については，実際の母子相互作用の検

討も含めたより多くのデータに基づく検討が課

題であろう。今後は，写真の特徴の分類や構成

の吟味も含め，子どもの情緒を読み取った後の，

母親の情緒の表出や育児行動を把握するツール

としてJIFPを発展させていくための検討が必

要であろう。また，子どもへの柔軟な応答スキ

ルが身につくように，育児が困難な母親に働き

かけることが可能なツールとしての検討を重ね

ることで，子どもの健全な発達に寄与する方向

性を検討していくことが重要と考える。

本研究の一部は第15回発達心理学会で発表した。
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